
    

 

「はちのへ創造学」 の情報発信コーナーです（２）                  

R5.12. 

 

令和 5年度から青森県の事業として「総合的な探究の時間：あおもり創造学」が始まりました。 

これを本校では、まず地元を知って欲しい、という思いのもと 

「はちのへ創造学」として始動しました。 

 

前回のお知らせでは 

4月～７月までの講演会、ワークショップ、課題設定、仮説設定までの様子を紹介しました。 

 

今回は、調査活動終了後の様子をお知らせします。 

夏～１０月にかけて活動してわかったことを、現在、まとめ・整理して発表するための準備をしてい

ます。 

 

クラスを越えて共通の関心をもった人たちで班編成をしたため、春はなかなか打ち解けることが

できずにいた恥ずかしがり屋の生徒も、活発に議論しながらデータをまとめたり、分担してスラ

イドを作ったりしています。 

 

外は寒いですが、教室の中は熱い  です。 

 

年明け１／１６（火）には、分野ごとに発表会が開かれ、互いに評価しあう予定です。 

各分野ごとの代表班が１／３０（火）には体育館で全体発表会に臨みます。 

 

発表の準備の様子を短い動画にまとめたので、そちらもご覧ください。 

 

 

 

 


